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全国合成国土数値情報土地利用メッシュラスターデータセット
Japan mosaic land-cover 0.01 degrees raster dataset
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数値シミュレーションの基礎情報として，土地被覆・土地利用データセットは必須である．我が国においては国土数
値情報として，土地利用 3次メッシュがベクターデータ（ArcGISで読み出し可）が国土交通省より公開されている．今
回紹介するデータセットは，国土数値情報土地利用 3次メッシュを元に，全国を 0.01°ラスターデータとして合成した
ものである．1976, 1987, 1991, 1997, 2009分が作成済みである．代表的な陸面モデル（SiB, SiB2等）の陸面状態（フラ
グ）との変換プログラムも作成し，容易に雲解像モデルの初期場として利用することが可能となっている．展覧時には
都市キャノピーモデルが含まれないモデルによる都市緑化の影響評価のための土地利用変更に関してのルール作成の一
例についても示したい．なお，本データセット作成には文部科学省 RECCA/SALSA projectの支援を受けた．
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